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日
､
背
の
午
前
韓
か
一
ん
､
藻
塩
ラ
ー
メ
ン
な
ど
マ
リ
リ
ス
崇
､
い
恵
一
◇
4
月
2
日
午
前
轄
半
一
で
｡
講
師
は
聾
出
身
の
一
銭
･
I
n
出
雲
　
　
二
畑
薬
師
聾
堂
で
｡
会

享
年
兄
事
{
旗

～
は
ぴ
-
2
 
4
旗
の
会

私
は
､
島
根
県
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
す
る
､
く
に

び
き
学
園
東
部
校
第
2
4
期
社

会
文
化
科
卒
業
生
3
4
名
で
構

成
す
る
団
体
｢
く
に
び
き
2
4

旗
の
会
｣
代
表
の
三
島
武
美

で
す
｡
次
回
か
ら
毎
週
金
曜

日
に
､
戦
国
時
代
初
期
の
山

陰
･
山
陽
に
覇
を
唱
え
た
尼

子
氏
の
系
譜
と
､
そ
れ
を
支

え
た
家
臣
団
-
尼
子
1
 
0
旗
の

城
を
､
一
つ
城
を
3
回
程
度

に
分
け
て
な
が
ら
紹
介
し
て

い
き
ま
す
｡

内
容
は
､
在
学
中
に
尼
子

氏
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
城
跡

に
足
を
運
ぶ
と
と
も
に
地
元

教
育
委
員
会
や
公
民
館
な

ど
､
多
く
の
方
々
か
ら
｢
｣
教

授
頂
い
た
話
や
文
献
を
ま
と

め
た
同
名
の
私
家
本
が
下
敷

き
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

そ
の
な
か
に
は
､
既
に
行

政
と
地
元
有
志
の
手
で
整

備
さ
れ
て
い
る
城
顕
も
あ

れ
ば
､
地
元
有
志
の
方
々
と

我
々
有
志
が
協
力
し
､
登
山

道
や
頂
上
を
汗
水
流
し
て
整

備
し
た
結
果
､
見
違
え
る
ほ

ど
眺
墓
が
良
く
な
っ
た
城
跡

も
あ
り
ま
す
｡

城
跡
の
事
を
知
っ
て
頂
く

こ
と
で
､
我
々
が
享
受
し
た

社
会
文
化
科
で
の
｢
学
び
｣

が
社
会
へ
還
元
さ
れ
､
ひ
い

て
は
地
域
貢
献
の
一
助
に
も

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
｡
連
載

を
機
会
に
､
些
刀
の
財
産

が
見
直
さ
れ
､
地
域
お
こ
し

の
礎
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
｡

あ
く
ま
で
素
人
集
団
で
す
の

で
､
掲
載
内
容
に
つ
い
て
､

間
違
い
な
ど
が
あ
れ
ば
新
聞

社
を
通
じ
て
｢
｣
連
絡
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
｡

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
､

連
載
に
あ
た
り
､
学
園
時
代

の
専
任
講
師
で
あ
る
三
宅
博

士
先
生
の
｢
支
援
に
よ
り
､

藤
岡
大
拙
先
生
に
監
修
と
題

字
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
､

快
く
お
引
き
受
け
頂
い
た
こ

と
を
記
し
､
感
謝
の
言
葉
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
｡

以
下
は
こ
れ
か
ら
連
載
す

る
城
の
概
略
(
-
写
真
)
で

す
｡
①
白
魔
(
し
ら
が
)
城

松
注
市
法
吉
町
､
1
5
4

㍍
｡
城
主
松
田
氏
｡
1
5
6

3
(
永
禄
6
)
年
か
ら
始
ま
っ

た
毛
利
元
就
の
攻
馨
で
､
同

年
落
城
｡

②
三
沢
城
　
奥
出
雲
町
鴨

倉
､
4
1
9
㍍
｡
1
4
世
紀
初

頭
の
築
城
と
さ
れ
る
｡
1
5

0
9
(
永
正
6
)
年
､
三
沢

為
忠
が
横
田
庄
内
に
藤
ケ
瀬

城
を
築
き
､
以
後
こ
れ
を
総

領
の
居
城
と
し
た
｡

③
三
刀
屋
城
　
雲
南
市
三

刀
屋
町
､
1
3
0
㍍
｡
城
主

三
刀
屋
氏
｡
1
 
6
世
紀
後
半
の

こ
ろ
に
現
在
地
に
｡
進
攻
し

て
き
た
毛
利
元
就
に
降
り
､

毛
利
軍
の
補
給
基
地
と
な

る
｡
④
瀬
戸
山
(
赤
穴
､
衣

掛
山
､
藤
釣
)
城
　
飯
南
町

赤
名
､
6
0
0
㍍
｡
城
主
赤

穴
氏
｡
出
雲
､
備
後
､
石
見

3
国
の
国
境
に
あ
る
重
要
拠

点
｡
1
5
4
2
(
天
文
Ⅱ
)

年
の
大
内
義
隆
進
攻
の
際
､

城
主
赤
穴
光
溝
は
戦
死
｡
6
2

(
永
禄
5
)
年
の
毛
利
進
攻

の
際
に
は
､
赤
穴
久
溝
が
城

主
｡
戦
わ
ず
明
け
渡
し
た
｡

⑤
高
瀬
城
　
出
雲
市
斐

川
町
学
頭
､
3
1
9
㍍
｡
城

主
米
原
民
｡
築
城
時
期
は
不

明
｡
 
､
1
5
7
0
(
元
亀
o
)

年
､
布
部
の
戦
い
で
尼
千
草

が
敗
北
す
る
と
新
山
域
と
並

ん
で
尼
子
最
後
の
拠
点
と
な

る
｡
⑥
熊
野
域
松
注
市
八
雲

町
､
2
8
0
㍍
｡
城
主
熊
野

氏
｡
1
5
6
2
(
永
禄
6
)

年
､
白
魔
城
を
包
囲
し
て
い

た
毛
利
元
就
は
､
背
後
か
ら

け
ん
制
す
る
熊
野
久
恵
を
馨

っ
た
め
に
熊
野
城
を
攻
撃

7
0
年
の
布
部
の
戦
い
の
後
､

牛
尾
城
の
落
城
を
見
て
開

城
｡
⑦
三
笠
城
(
牛
尾
域
)

雲
南
市
大
東
町
一
3
1

0
㍍
｡
城
主
牛
尾
氏
｡
1
5

7
0
(
元
亀
o
)
年
､
毛
利

軍
に
攻
め
ら
れ
､
城
主
牛
尾

弾
正
恵
ら
1
6
0
人
余
が
戦

死
｡
⑧
神
西
城
(
龍
玉
山
竹
生

城
)
　
出
雲
市
神
西
町
､
1

0
1
㍍
｡
城
主
神
西
氏
｡
出

雲
西
部
の
関
門
｡

.
⑨
高
原
城
(
大
西
域
)

雲
南
市
加
茂
町
､
1
9
7

㍍
｡
最
初
の
城
主
は
鞍
掛

氏
､
後
に
大
西
氏
｡

⑩
夕
景
(
馬
木
)
戟

奥
出
雲
町
天
馬
木
､
9
3
7

㍍
｡
城
主
馬
来
氏
｡
備
後
比

婆
郡
か
ら
の
侵
攻
を
防
ぐ
役

割
を
担
う
｡

鶉
･
8
6
0
0
)
へ
｡

特
別
展
ギ
亨
フ
リ
ー

ト
ー
ク
､

◇
4
月
9
日
と
2
8
日
の
午

前
Ⅱ
時
か
ら
､
県
立
古
代

出
雲
歴
史
博
物
館
で
｡
特

別
展
チ
ケ
ッ
ト
き
だ
は
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
｡

行
政
相
談

◇
4
月
1
 
3
日
午
前
9
時
半

か
ら
Ⅱ
時
半
､
市
役
所
大

社
支
所
会
議
室
で
｡
相
談
･

無
料
､
予
約
不
要
､
秘
密

厳
守
｡行

政
相
談
　
い

◇
4
月
5
日
午
前
1
 
0
時
か

ら
正
午
､
多
伎
壇
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
う
な
ぼ
ら
会
館

で
｡
相
談
無
料
'
:
予
約
不

要
､
秘
怒
巌
守
｡
中)-

春
来
た
り
-
山
野
華
て

ん
,
.
i
曇
　
や
∴

◇
4
月
9
日
午
前
牒
時
半

か
ら
午
後
a
特
筆
､
風
の

子
楽
習
館
で
｡
大
人
3
百

円
､
小
学
生
以
下
誓
百
円
｡

申
し
込
み
は
壌
患
7
日
ま

醤
露
語
m

ス
ポ
ー
ツ
吹
忠
実
体
験

会
･
練
翼
蜜
　
』
,

喜
日
替
わ
り
連
載
コ
ー
ナ
ー

◇
月
曜
日
は
島
根
県
立
図
書
館
の
｢
お
す
す
め
新
着
本
｣

紹
介
◇
火
曜
日
は
石
飛
欒
一
さ
ん
の
｢
戦
後
7
 
0
年

今
`
伝
え
た
い
ー
這
亡
　
◇
水
曜

｢
学
芸
員
日
記
｣
を
隔
週
で
◇
木
曜
日
は
西
尾
良
一
さ
ん
の
｢
読
み
歩
き
『
出
雲
国
風
土
記
』
｣
◇
金
曜
日
は
く
に
び
き
2
4
旗
の
会
の
｢
尼
子
氏
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宮田手拷
R
H
　
虐
一
J
l
L
d
田
/
U
J
化
｣
ノ
山
川
-
太
古

門
前
ほ
か
で
｡
前
夜
祭
は

I
｡
需
難
印
.
k
T
H
t
E
'
合
離
嫌
離
一
課
回
声
に
出
し
て
読
l
S
J
l
:
G
H
 
m
砦
義
…
一
助
業
一
読
那
岐
一
彊
謹
洞
.
.
.
)
壷
'
6

～
は
ぴ
-
2
 
4
旗
の
会
.

次
回
か
ら
の
1
0
城
の
紹
介

に
先
立
ち
､
尼
子
氏
の
系
譜

を
紹
介
す
る
｡

題
尼
子
1
 
0
旗

｢
雲
陽
軍
費
記
｣
※
に
､

｢
惣
じ
て
尼
子
旗
下
に
い
て

禄
の
第
一
は
白
魔
､
第
二
は

三
沢
､
第
三
は
三
刀
屋
､
第

四
は
赤
穴
､
第
五
は
牛
尾
､

第
六
は
高
瀬
､
第
七
は
神

西
､
第
八
は
熊
野
､
第
九
は

真
木
､
第
十
は
大
西
な
り
､

こ
れ
を
出
雲
一
国
の
十
旗
と

云
う
｣
と
あ
る
｡
1
 
0
旗
と
は
､

尼
子
の
旗
下
1
 
0
家
的
城
を

指
し
､
有
力
な
家
臣
で
あ
る

と
と
も
に
､
そ
の
城
は
富
田

城
防
衛
体
制
の
重
要
拠
点
と

な
っ
て
い
る
｡
但
し
､
1
0
旗

の
制
は
確
実
な
史
料
に
は
見

当
た
ら
な
い
｡

患
唐
子
持
久
(
も
ち
ひ
さ
)

尼
子
民
は
､
現
在
の
安
来

市
広
瀬
町
の
月
山
富
田
城
に
覇
を
唱
え
た
､
初
期
戦
国

を
本
拠
と
し
､
1
 
6
世
紀
の
初
大
名
の
代
表
的
存
在
｡
京

め
ご
ろ
の
山
陰
､
山
陽
2
道
極
道
馨
(
ど
う
よ
)
の
孫
高

｢
富
田
月
山
城
之
図
｣

安
来
市
教
育
委
員
会
提
供

久
が
､
与
え
ら
れ
た
近
注
犬

上
郡
尼
子
郷
を
名
乗
っ
て
尼

子
と
称
し
､
そ
の
手
の
持
久

が
､
伯
父
で
あ
る
守
護
京
極

高
詮
(
た
か
の
り
)
の
代
官

と
し
て
出
雲
に
下
り
､
富
田

城
に
依
っ
て
出
雲
尼
子
の
租

に
な
っ
た
と
言
う
｡

題
尼
子
清
畠

1
4
7
8
(
応
仁
元
)
年

か
ら
の
｢
応
仁
の
乱
｣
の
申
､

持
久
の
子
､
満
員
は
富
田
城

に
い
て
京
極
氏
の
忠
実
な
守

護
代
で
あ
り
つ
つ
､
出
雲
東

部
の
国
人
層
を
抑
え
､
美
保

関
で
の
関
銭
徴
収
を
委
託

さ
れ
､
次
第
に
経
済
力
を
つ

け
て
勢
力
を
増
大
さ
せ
て
い

だ
｡獲
尼
子
経
久
(
つ
ね
ひ
さ
)

満
員
の
嫡
子
経
久
が
守
護

代
に
な
っ
た
の
は
1
4
7
8

(
文
明
1
 
0
)
年
｢
し
ろ
｡
応
仁

の
乱
後
の
混
乱
に
乗
じ
､
幕

府
御
料
所
美
保
関
の
関
銭
徴

収
窒
息
り
､
社
寺
領
を
押
領

し
､
守
護
段
銭
の
徴
収
を
拒

否
す
る
こ
と
で
､
戦
国
大
名

へ
の
道
を
歩
も
う
と
し
だ
｡

｢
雲
陽
軍
費
記
｣
に
よ
る

と
､
1
4
8
4
(
文
明
S
)

年
､
守
墾
泉
極
政
経
は
､
幕

命
を
引
き
出
し
､
富
田
城
を

追
放
し
た
が
､
経
久
は
1
4

8
6
(
文
明
E
)
年
､
手
勢

を
ひ
き
い
て
富
田
城
を
奪
回

し
た
｡
現
在
の
研
究
で
は
､

そ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
奪
回
劇
を
否
定
す
る
見
方

が
強
い
｡

奪
回
後
､
国
人
層
を
制
圧

し
､
1
6
世
紀
の
初
め
ご
ろ
､

出
雲
国
内
の
統
一
霊
力
了
す

る
と
､
美
保
関
の
関
銭
､
奥

出
雲
の
砂
鉄
､
石
見
銀
山
な

ど
に
よ
る
経
済
力
を
背
景

に
､
因
州
及
び
芸
備
方
面
に

進
出
し
勢
力
を
拡
大
し
た
｡

経
久
の
3
人
の
男
子
の
う

ち
嫡
子
･
政
久
は
､
若
く
し

て
討
ち
死
｡
三
男
･
塩
治
興

久
は
､
父
に
叛
い
て
自
殺
｡

二
男
･
国
久
は
武
士
集
団
｢
新

宮
党
｣
を
組
織
し
､
尼
手
車

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
が
､

甥
で
惣
領
の
晴
久
と
対
立
し

た
｡S

菖
田
城
の
落
城

尼
子
は
､
1
5
5
4
(
天

文
8
3
)
年
に
､
晴
久
が
毛
利

の
謀
略
に
よ
り
｢
新
宮
党
｣

を
全
滅
さ
せ
る
な
ど
､
次
第

に
弱
体
化
す
る
｡
晴
久
の
死

の
2
年
後
の
1
5
6
2
(
永

禄
5
)
年
に
富
田
城
は
､
出

雲
に
進
攻
し
た
毛
利
の
大
軍

に
包
囲
さ
れ
､
4
年
後
の
1

5
6
6
(
永
禄
9
)
年
に
晴

久
の
子
､
大
将
の
義
久
が
降

伏
し
､
富
田
城
を
開
城
し
た
｡

義
久
と
倫
久
､
秀
久
の
尼

子
3
兄
弟
は
､
安
芸
長
田
(
広

島
県
安
芸
高
田
市
)
の
円
明

寺
に
幽
閉
さ
れ
た
後
､
阿
武

郡
奈
古
(
山
口
県
阿
武
町
)

に
お
い
て
､
毛
利
の
家
臣
と

し
て
過
さ
れ
た
｡

一
方
､
山
中
庸
介
ら
は
､

新
宮
党
滅
亡
の
際
た
だ
ひ
と

り
落
ち
延
び
た
尼
子
の
遺
児

尼
子
孫
四
郎
を
大
将
と
仰

ぎ
､
尼
子
再
興
の
戦
い
を
展

開
し
た
が
､
成
功
し
な
か
っ

た
｡

※
尼
子
氏
盛
衰
の
歴
史

薫
滅
亡
直
後
に
書
か
れ
た

点
で
一
級
の
歴
史
資
料
で
あ

る
が
､
脚
色
や
歴
史
的
史
実

と
の
相
違
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
｡

花
ま
つ
り

◇
4
月
8
日
毒
の
午
前

8
時
半
か
ら
午
後
5
時

一
畑
薬
師
で
｡
花
御
堂
に

ま
っ
ら
れ
た
馨
仏
に
甘

茶
を
か
け
裡
っ
…

一
畑
薬
師
週
蚕
工
禅
会

◇
4
月
8
日
の
午
後
7
時

半
か
ら
9
時
単
一
畑
薬

師
観
音
堂
で
?
会
費
3
百

円
､
茶
礼
あ
肇
指
導
は

一
袋
馨
長
へ
零
的
､

初
心
者
歓
迎
｡
申
し
込
み

は
竃
話
0
8
 
､
L
d
3
･
6
･

0

1

1

1

一
畑
薬
師
｢
よ
-
つ
か
さ

ん
｣
眼
病
平
癒
･
諸
病

平
癒
特
別
祈
願
祭

◇
4
月
8
日
午
前
日
時
か

縁
支
部
体
墾
&
聾

会　　　〈

◇
4
月
1
0
日
生
複
1
時
か

ら
5
時
､
国
富
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
｡
参
加

費
3
百
円
､
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
代
百
円
問
い
合
わ
せ

は
事
務
局
(
電
話
0
9
0
･

1
1
8
9
･
1
4
℃
8
)
へ
｡

嵩一イ
◇
4

回
四

二一十
で
｡

要
､

器
日
替
わ
り
連
載
コ
ー
ナ
ー

◇
月
曜
日
は
島
根
県
立
図
書
館
の
｢
お
す
す
め
新
着
本
｣

紹
介
◇
火
曜
日
は
石
飛
欒
一
さ
ん
の
｢
戦
後
7
0
年

今
､
伝
え
た

｢
学
芸
員
日
記
｣
を
隔
週
で
◇
木
曜
日
は
西
尾
良
一
さ
ん
の
｢
故
郷
の
『
学
校
の
木
』
巡
り
｣

J
L
　
◇
水
曜

の
｢
尼
子
氏
し


